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ろいろの要因が関与していることが知られている. 筆者らはダイコ γアプラムシ Brevi-






は暗黒時間)は8L16D，12L12D， 16L8Dで12L12Dは 9a.m.-9p. m.を明期とし，
8L16D， 16L8Dはそれぞれ9a.m.-9p. m.の明期を前後2時間ずつ，短縮または延長
したものである.なお，このほかに連続照明区と全暗区(ただし1日1囲約5分間の観察









第 1表 日長時間と有麹型出現率との関係 (200C，d・40)
日長時間 (hr.) 。 8 12 16 24 
供 試 虫 数 440 360 520 4∞ 320 
有麹型出現率(%) 42.98 57.65 59.06 42.22 50.0 
範囲(信頼限界95%) 37.8-48.3 52.1-63.1 53.4-62.3 37.0-47.6 43.7-56.3 












































200および250Cの3種類とし， まず短日高密度 (8時間照明， d =40)条件のもとで飼
育を行なったところ，第2表にしめすような結果となった.これによると，有麹型の発現
は低温で増加し，高温で減少する傾向が認められた.つぎに温度と密度の2つの条件をそ
のままとし， 照明時聞を短日から長日の 16時間にカ通えて， 同じ方法で飼育を行なったと
2. 























得られた結果より， 150で4.7，200で 17.4，250Cでは 11.4%と各温度区とも減少し
第 3表 長日処理における温度と有麹型出現率との関係 (16hr.d・40)
温 度 (OC) 15 
供 試 虫 数 4∞ 






















































Johnson (1966)は Athiscraccivora K∞Hリまた Kenten(1955)は Acyrthosithon 
ρisum HARRIS を用いた実験結果から， 有麹型は短日低温条件のもとで出現しやすいこ





きた. まず日長時間についてみると， 取り扱った5照明区のなかでは， 12時間照明が最





















1. Johnson， B. 1966. Wing polymorphism in aphids 1V. The effect of temperature and 
photoperiod. Ent. exp. and appL 9 :鈎1~13.
2. Kawada， K. 1964. The development of winged forms in the cab凶geaphid， Brevi-
coryne brassicae LINNAEUS. 1. The influence of population density， photoperiod and 
temperature. Ber. Ohara lnst. landw. BioL 12: 189-195. 
3. 河田和維.1960. ダイコンアプラムシ Brevicorynebrassicae L.の有麹型出現に及ぼす飼
育密度の影響.農学研究 47: 205-212. 
4. Lamb， K. P. and White， D. 1966. Effect of temperature， starvation and crowding 
on production of alate young ty the cabbage aphid (Brevicoryne "brassicae). Ent. 
exp. and appl. 9 : 179-184. 
5. Lees， A. D. 1966. The control of polymorphism in aphids. Adv. 1nsect PhysioL 3: 
207-277. 
6. Kenten， J.1955. The effect of photoperiod and temperature on reproduction in Acyr-
thosithon tisum (HARRIS) and on the forms produced. Bull. Ent. Res. 46 : 599--D24. 
7. Noda， 1.1958. The emergence of winged viviparous female in aphid. 1. The 
influence of food， temperature， family line and population density. Mem. Ehime Univ. 
Sect. 2， Ser. B， 2: 61-70. 
8. 佐伯久明.1966. ツヅレザセコオロギの長麹型発現率に及ぼす日長の影響について. 日本生
態学会誌 16: 44→2. 
9. White， W. S. 1964. The environmental condition affecting the genetic mechanism 
of wing prod¥，lction in chrysanthemum aphid. Amer. Nat. 80 : 245-270. 
- 24ー
